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大
規
模
災
害
に
備

え
、
本
県
は
九
州
各

県
と
と
も
に
ア
ジ
ア

に
向
け
て
広
域
拠
点

を
整
備
し
、
国
の
リ
ス
ク
分
散
を
担
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
と
将
来
の

大
規
模
な
災
害
の
発
生
を
想
定
す
る

と
、
特
定
の
地
域
に
人
口
や
産
業
、
各

種
の
機
能
を
過
度
に
集
中
さ
せ
る
の
は

非
常
に
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
本
県
は
三

大
都
市
圏
と
同
時
被
災
の
可
能
性
が
非

常
に
低
い
と
見
込
ま
れ
る
。
九
州
各
県

と
連
携
し
て
、
ア
ジ
ア
の
活
力
を
取
り

込
み
、
一
大
拠
点
と
し
て
本
県
を
成
長

さ
せ
、
わ
が
国
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

発
展
に
貢
献
し
た
い
。

児
童
生
徒
の
ネ
ッ
ト

依
存
対
策
の
た
め
、

岡
山
県
教
育
委
員
会

で
は
専
門
機
関
で
活

用
さ
れ
て
い
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

小
・
中
・
高
校
に
配
布
し
、
対
策
に
乗

り
出
し
て
い
る
。
本
県
も
参
考
に
し
て

は
ど
う
か
。

Ａ　

ネ
ッ
ト
依
存
の
改
善
・
防
止
に
は
、

自
身
の
使
用
状
況
に
対
す
る
本
人
の
気

付
き
、
ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
個
々
人

の
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
、
岡
山
県
の
取
り
組
み
も
参

考
に
、
学
校
・
家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
適
正
な
利
用
促
進
に
つ
い
て
指
導
を

工
夫
し
て
い
く
。

新
生
児
里
親
委
託

（
赤
ち
ゃ
ん
縁
組
）

の
推
進
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ　

県
は
平
成
28
年
度
か
ら
新
生
児
里

親
委
託
に
取
り
組
み
、
児
童
相
談
所
職

員
向
け
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
、
新
生

児
里
親
の
希
望
者
に
研
修
を
行
っ
て
い

る
。
受
講
し
た
里
親
は
昨
年
度
ま
で
に

39
世
帯
、
う
ち
委
託
は
２
件
成
立
。
こ

う
し
た
中
、
国
の
「
新
し
い
社
会
的
養

育
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
高
い
里
親
委
託
率
の

目
標
が
示
さ
れ
、
新
た
な
社
会
的
養
育

推
進
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
た
。
こ

の
た
め
社
会
福
祉
審
議
会
の
部
会
で
里

親
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
施
策
の
検

討
を
始
め
て
い
る
。高

齢
化
が
急
速
に
進

む
中
で
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
役
割
を
う

ま
く
利
用
す
べ
き
で

あ
る
。

Ａ　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
る
高
齢
者
が
増
え
て

い
く
。
居
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
低
所

得
の
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
と
考
え
る
。
県
は
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者

そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
、
さ
ま
ざ

ま
な
状
態
に
対
応
し
た
多
様
な
施
設
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

県
と
市
町
村
、
市
町

村
間
の
連
携
強
化
及

び
市
町
村
圏
域
会
議

内
容
の
公
表
に
つ
い

て
。

Ａ　

本
県
に
15
あ
る
広
域
地
域
振
興
圏

ご
と
に
「
市
町
村
圏
域
会
議
」
を
開
催

し
、
毎
年
各
圏
域
に
共
通
す
る
行
政
課

題
等
を
テ
ー
マ
に
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
昨
年
度
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

広
域
運
用
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

今
年
度
は
「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
の

進
捗
状
況
を
議
論
し
、
国
・
県
の
関
連

施
策
の
最
新
情
報
の
提
供
、
市
町
村
の

連
携
に
よ
る
施
策
の
実
施
も
検
討
し
て

い
る
。
公
表
に
関
し
て
は
、
参
加
市
町

村
と
相
談
を
し
て
い
く
。

重
度
障
が
い
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
整

備
促
進
に
つ
い
て
。

Ａ　

重
度
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
は
、

自
身
や
介
護
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
将

来
の
自
立
し
た
生
活
に
つ
い
て
切
実
な

不
安
を
お
持
ち
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
今
後
ふ
え
て

い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
促
進
は
、
障
が
い
者

の
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
向
け
た
受
け

皿
と
し
て
有
効
な
施
策
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
で
は
障
が
い
者
の
自
立
を
支
援

す
る
た
め
の
協
議
会
の
意
見
も
踏
ま

え
、
研
究
し
て
い
く
。

「
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎

／
慢
性
疲
労
症
候

群
」
と
は
あ
る
日
突

然
全
身
倦
怠
感
に
襲

わ
れ
、
強
度
の
疲
労
感
と
頭
痛
、
筋
肉

痛
な
ど
の
症
状
に
長
く
苦
し
む
難
病
。

こ
の
病
気
の
子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ
い

て
研
修
す
る
機
会
を
教
員
に
与
え
る
べ

き
。

Ａ　

筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
／
慢
性
疲
労

症
候
群
は
、
学
校
現
場
で
あ
ま
り
認
知

さ
れ
て
お
ら
ず
、
対
応
の
仕
方
も
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
県
立
学
校
と

市
町
村
立
学
校
の
管
理
職
研
修
会
や

養
護
教
諭
研
修
会
等
を
通
じ
て
、
本
疾

病
の
症
状
に
応
じ
た
配
慮
事
項
や
個

別
指
導
の
在
り
方
等
を
周
知
し
て
い

く
。

診
療
の
補
助
で
あ
る

特
定
行
為
を
行
う
看

護
師
を
養
成
す
る
た

め
の
特
定
行
為
研
修

を
地
域
で
受
講
で
き
る
よ
う
、
指
定
研

修
機
関
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。
今

後
、
医
療
機
関
等
に
国
の
助
成
事
業
を

周
知
し
活
用
を
促
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

Ａ　

指
定
研
修
機
関
に
は
、
昨
年
８
月

に
筑
後
地
区
の
二
つ
の
病
院
が
、
今
年

２
月
に
は
北
九
州
地
区
の
一
つ
の
病
院

が
指
定
を
受
け
た
。
研
修
機
関
の
設
置

を
検
討
し
て
い
る
医
療
機
関
等
に
対

し
、
県
の
受
講
ニ
ー
ズ
調
査
で
得
た
情

報
を
提
供
、
国
の
助
成
事
業
も
紹
介
し

設
置
を
促
す
。

Ｊ
Ｒ
九
州
の
ダ
イ
ヤ

改
正
に
よ
る
田
川
地

域
へ
の
影
響
と
同
社

株
へ
の
出
資
に
つ
い

て
。

Ａ　

県
が
４
月
に
行
っ
た
ダ
イ
ヤ
改
正

後
の
影
響
調
査
で
は
、
田
川
地
域
の
住

民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
も
影
響
が

出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
正
前
後
の
状

況
を
比
較
分
析
し
、
路
線
ご
と
の
改
善

項
目
を
示
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
に
ダ
イ
ヤ
の

見
直
し
を
要
望
し
た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
の
株

主
と
な
る
こ
と
は
、
自
ら
の
意
見
や
主

張
を
経
営
に
反
映
さ
せ
る
手
段
の
一
つ

で
あ
る
が
、
財
政
負
担
の
大
き
さ
と
そ

の
費
用
対
効
果
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
30
年
産
米
の
作

付
け
動
向
及
び
今
後

の
需
給
調
査
に
つ
い

て
。

Ａ　

国
は
市
町
村
等
で
構
成
す
る
地
域

協
議
会
に
対
し
、
４
月
末
時
点
で
全

国
の
作
付
け
動
向
を
調
査
し
、
前
年

の
１
３
７
万
㌶
と
比
べ
て
大
き
く
変

化
す
る
こ
と
は
な
い
と
見
込
ん
で
い

る
。
県
で
も
現
段
階
の
調
査
で
前
年
の

３
万
５
１
０
０
㌶
と
同
水
準
に
な
っ
て

い
る
。
国
は
今
後
も
産
地
別
の
価
格
・

在
庫
量
等
の
情
報
を
提
供
し
、
都
道
府

県
と
翌
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

情
報
交
換
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

県
も
引
き
続
き
地
域
協
議
会
と
連
携

し
、
需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産
を
進

め
て
い
く
。

30
～
40
歳
世
代
は

将
来
の
地
域
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
得
る

存
在
。
移
住
・
定

住
促
進
の
観
点
か
ら
「
２
倍
成
人

式
」、「
30
歳
の
同
窓
会
」
を
実
施
す

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

Ａ　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
本
県
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機

会
。
こ
の
世
代
が
故
郷
に
戻
っ
て
く

れ
ば
、
地
域
活
動
の
担
い
手
と
し
て

期
待
さ
れ
、
地
域
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
。
県
外
か
ら
の
参
加
者
が
本
県

へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
、

市
町
村
と
も
連
携
し
、
移
住
・
定
住

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

安
保
法
制
制
定

後
、
自
衛
隊
は
格

段
に
攻
撃
能
力
を

高
め
、
九
州
・
福

岡
は
日
米
一
体
の
出
撃
拠
点
に
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
知
事
の
認
識

は
。
米
岩
国
基
地
の
緊
急
時
の
代
替

飛
行
場
と
な
る
築
城
基
地
は
ど
の
よ

う
に
運
用
さ
れ
る
の
か
明
ら
か
に
、

芦
屋
基
地
の
滑
走
路
延
長
は
中
止

を
、
そ
れ
ぞ
れ
防
衛
省
に
求
め
よ
。

平
和
外
交
に
踏
み
出
す
よ
う
国
に
求

め
よ
。

Ａ　

こ
れ
ら
の
点
は
安
全
保
障
に
関

わ
る
問
題
。
自
衛
隊
の
体
制
は
国
の

専
管
事
項
で
、
憲
法
９
条
と
の
関
連

性
も
含
め
、
国
に
お
い
て
適
切
に
判

断
さ
れ
る
べ
き
も
の
。

公
明
党

緑
友
会

日
本
共
産
党

山口 律子
（北九州市若松区）

岩元 一儀
（北九州市八幡西区）

中村 誠治
（久留米市）

堤 かなめ
（福岡市博多区）

西尾 耕治
（糟屋郡）

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

高橋 雅成
（福岡市博多区）

大塚 勝利
（福岡市東区）

大城 節子
（福岡市中央区）

神﨑 　聡
（田川郡）

堀　 大助
（行橋市）

小河 誠嗣
（うきは市）

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
７
日
に
招

集
さ
れ
、
６
月
25
日
ま
で
19
日
間
の

会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
県
職
員
の
不
祥

事
を
受
け
提
出
さ
れ
た
「
知
事
及
び

副
知
事
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
条
例
議

案
11
件
、
専
決
処
分
し
た
も
の
に
つ

い
て
報
告
し
承
認
を
求
め
る
議
案
２

件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す

る
議
案
７
件
、
人
事
に
関
す
る
議
案

１
件
、
そ
の
他
の
議
案
２
件
、
計
23

件
の
議
案
と
諮
問
１
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
議
に
当
た
っ
て
は
、
不
祥
事
の

再
発
防
止
策
、
福
岡
空
港
の
民
間
委

託
問
題
、
地
域
公
共
交
通
問
題
、
防

災
・
危
機
管
理
対
策
、
保
健
医
療
介

護
問
題
、
福
祉
労
働
問
題
、
環
境
問

題
、
農
政
問
題
、
教
育
問
題
な
ど
県

政
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
福
岡
空
港
の
民
間
委
託
に
関

し
て
は
、
北
九
州
空
港
と
の
連
携
を

見
据
え
た
将
来
構
想
な
ど
に
つ
い
て

や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
議
案

23
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
、
承
認
ま
た
は
同
意

さ
れ
、
諮
問
１
件
に
つ
い
て
は
、
請

求
を
棄
却
す
る
旨
の
答
申
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

平
成
三
十
年
六
月


